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商業教育 140 周年記念 令和６年度 第 32 回全国高等学校生徒商業研究発表大会の開催について（依頼） 

令和６年度の全国高等学校生徒商業研究発表大会を別紙要項のとおり開催いたします。 
つきましては、下記のとおり関係書類を送付いたしますので、関係高等学校へご連絡くださいますよう 

お願い申し上げます。関係書類は全商協会ホームページよりダウンロードができますのでご活用ください。 

記 

１  同封書類と提出方法・期限等 

（１）要項 （別紙 1） 

（２）審査基準 （別紙 2） 

（３）提出書類と参加料等について （別紙 3） 

（４）参加申込書・参加料・バス・交流会申込書
（郵送及びメール） 提出期限： 9 月 30 日（月） （別紙 4） 

（５）研修参加・バス申込書  （郵送及びメール） 提出期限： 9 月 30 日（月） （別紙 5） 

（６）発表要旨について （メール） 提出期限： 9 月 30 日（月） （別紙 6）

（７）発表時の入退場について （別紙 7） 

（８）発表進行・配置表について （別紙 8-1･2） 

（９）発表進行・配置表  （郵送またはメール） 提出期限：10 月 ８日（火） （別紙 9） 

（10）使用機材について （別紙 10-1･2･3） 

（11）使用機材申込書  （郵送またはメール） 提出期限：10 月 ８日（火） （別紙 11） 

（12）研究報告書について  （郵送・消印有効） 提出期限：10 月 ８日（火） （別紙 12-1･2） 

（13）参考資料：令和２年度以降の変更点について （別紙 13） 

（14）各種競技大会等における個人情報及び肖像権に係わる取扱について （別紙 14） 

（15）宿泊・お弁当のご案内 （別紙 15） 

（16）大会関係者専用シャトルバスについて （別紙 16） 

（17）参加者交流会について （別紙 17） 

２ 提出方法 
（１）全国大会への出場が決定した学校は、参加申込書・参加料・バス・交流会申込書（別紙 4）を

提出期限までに大会事務局に郵送及びメールにて提出してください。
（２）研修参加・バス申込書（別紙 5）は、各学校から大会事務局へご送付ください。
（３）宿泊・お弁当のご案内（別紙 15）をご参照の上、大会専用ホームページより直接旅行業者へ

お申し込みください。
詳細は、別紙 3「提出書類と参加料等について」をご覧ください。

３ 書類ダウンロード 
公益財団法人全国商業高等学校協会ホームページ → 書類ダウンロード → 発信文書 → 
商業教育 140 周年記念令和６年度第 32 回全国高等学校生徒商業研究発表大会開催について 

【連絡先】全国高等学校生徒商業研究発表大会事務局 
〒084-0910 北海道釧路市昭和中央５丁目１０－１ 
北海道釧路商業高等学校内 
担当 北側慎一郎 工藤英太郎 
TEL  0154(52)3331   FAX  0154(52)3333 
メール zss32ksr@hokkaido-c.ed.jp



（別紙 1） 

商業教育 140 周年記念 

令和６年度第 32回全国高等学校生徒商業研究発表大会要項 
１  目  的 

   商業を学ぶ生徒が商業に関する課題を設定し、その解決を図る一連の研究活動のなかで、生徒の問題解決能力や

創造的学習態度を育てるとともに、その成果を発表する機会を通して、生徒の表現力やコミュニケーション能力を

育成する。さらには、本大会を通して以下の教育成果の実現を目指す。 

 （１）時代の進展に伴い変化していく経済活動に対応しうる資質を身に付けさせる。 

 （２）研究成果の発表により、相互研鑽に資する姿勢を身に付けさせる。 

 （３）大会に関する一連の行動を通じ、規律ある団体生活の態度を身に付けさせる。 

２  期  間 

   令和６年１１月２０日（水）・２１日（木）  ※２０日（水）はリハーサル・開会式を行う。 

３  会  場 

   コーチャンフォー釧路文化ホール（釧路市民文化会館） 

    所在地 〒０８５－００５５ 北海道釧路市治水町１２－１０ 

    電 話 ０１５４－２４－５００５ 

４  主  催 

   全国商業高等学校長協会  公益財団法人全国商業高等学校協会 

５  後  援 

   文部科学省 北海道教育委員会 釧路市 釧路市教育委員会 公益財団法人産業教育振興中央会 

北海道産業教育振興会 日本経済新聞社 北海道新聞社 ＮＨＫ釧路放送局 釧路新聞社 

６  主  管 

  令和６年度全国高等学校生徒商業研究発表大会 北海道大会実行委員会 

７  参加資格 

   全国商業高等学校長協会の会員校に在籍する生徒であること。 

８  参加校数および参加者数 

 （１）２１校 

ブロック代表校数は原則２校とする。ただし、関東ブロックと九州ブロックはブロック代表校数を３校とし、 

開催都道府県については別に 1 校を加える。また、1校 1 チームまでとする。 

 （２）発表者数（機械操作者等含む）は１校につき１０名までとする。 

９  研究テーマ 

 （１）地域の商業活動及び産業経済に関する調査研究 

 （２）商品の開発または広告・宣伝等に関する調査研究 

 （３）企業の経営に関する調査研究 

 （４）企業会計・事務・販売等に関する調査研究 

 （５）「課題研究」・「総合実践」に関する調査研究 

 （６）商業の教科・科目の内容についての調査研究 

10  発表方法 

 （１）研究テーマによる研究報告書と舞台発表のみとし、作品展示及び商品販売はできない。 

 （２）舞台発表における資料提示画面は１画面とする。 

11  発表時間 

   １０分以内とする。 

12  審  査 

   審査基準（別紙２）に従い、審査する。 

13 表  彰 

    最優秀賞 １校 ：賞状・杯（持ち回り）・最優秀賞旗（持ち回り）・楯・メダル 

文部科学大臣賞（賞状･杯(持ち回り)）、産業教育振興中央会賞（賞状･楯）をあわせて授与する。 

   優 秀 賞  ３校 : 賞状・楯・メダル 

   優 良 賞  ５校 : 賞状・楯・メダル 

   奨 励 賞  上記以外の参加校 ：賞状・楯 

14  個人情報の取り扱いに関して 

   大会参加に際して提供される個人情報は本大会活動に利用するものとし、これ以外の目的に利用することはあり

ません。（詳しくは「全国商業高等学校長協会・公益財団法人全国商業高等学校協会主催各種競技大会等における

個人情報及び肖像権に係わる取扱について」（別紙１４）をご参照ください）  



 

15 参 加 料 

      ５,０００円＋１,０００円×発表者数 

16 参加申込期限 

令和６年９月３０日（月） 

17  提出書類および提出先 

参加申込書や発表要旨、研究報告書等、各種書類の提出方法及び提出期限の詳細は、「提出書類と参加料等につ

いて」（別紙３）にてご確認ください。各種書類は、全商協会のホームページよりダウンロードしてください。 

        公益財団法人全国商業高等学校協会ホームページ → 書類ダウンロード → 発信文書 → 

        商業教育 140 周年記念令和６年度第 32 回全国高等学校生徒商業研究発表大会開催について 

18 次  第（予定） 

            ※時程は変更が生じる場合がございます。ご了承ください。 

19 そ の 他 

 （１）参加申込後の発表者の変更は認めません。 

 （２）会場への入場は、事前に参加申込をいただいた発表者、引率者、研修参加者及び大会運営関係者のみとさせて

いただきます。参加申込のない方の入場はお断りいたしますので来場しないようお願いいたします。 

 （３）出場校の受付は、混雑緩和のため１１月２０日（水）のリハーサル日のみ実施します。 

    １１月２１日（木）は、前日受付時にお渡ししたリボンもしくは名札を付けてから会場へ入場してください。 

 （４）研修参加者の受付は、出場校の受付と別に設けています。会場へは、受付時にお渡しするリボンもしくは名札

を付けてから入場してください。 

 （５）研修参加者は、発表者・引率者の座席エリア及び控室には立ち入らないようお願いいたします。 

 （６）大会効率化および他校の発表を視聴してほしい等の理由により１１月２１日（木）の発声練習場所は設けてお

りません。 

 （７）会場へのお問い合わせはご遠慮ください。 

 （８）撮影をする場合は会場内の電源は使用できません。バッテリーをご用意ください。 

11 月 20 日（水） 

 リハーサル 

 開会式 

8:30 

9:00 ～ 15:20 

15:30 ～ 16:00 

16:15 ～ 16:45 

開場・受付      ※受付順次 

リハーサル     

引率者打合せ会議 

開会式・諸連絡   

11 月 21 日（木） 

研究発表 

閉会式 

8:30 

9:00 ～ 12:05 

12:05 ～ 12:55 

12:55 ～ 15:15 

15:15 ～ 15:55 

15:55 ～ 16:30 

開場・受付      ※出場校（発表者･引率者）受付省略 

研究発表      

昼食 

研究発表      

休憩 

閉会式・諸連絡   



（別紙２） 
商業教育 140 周年記念 

令和６年度第 32 回全国高等学校生徒商業研究発表大会 
審査基準 

1 審査対象 
(1) 本大会の予選会として位置づけられた都道府県大会（都道府県大会を実施していない場合は，

ブロック大会）における研究発表内容およびそれ以降の研究内容とする。 
(2) 過去の本大会（全国大会）において未発表のものとする。 

2 審査観点 
(1) 研究報告書に記載されている研究内容を通して，生徒の問題解決能力や創造的研究の成果につ

いて審査する。 
(2) 研究成果の発表を通して，生徒のプレゼンテーション能力や「伝える力」について審査する。 

3 審査配点および審査項目 
総合得点を１００点とし，各項目での得点および観点は以下の表のとおりとする。なお，「研究内

容」および「研究報告書の完成度」については事前に審査を行い，当日の発表内容をふまえ必要に

応じて得点を修正する。 

研
究
内
容 

５０点 

１０点 
ア テーマ性および構成 
（ア）商業に関する研究として相応しいか  
（イ）研究として論理的に構成されているか 

（仮説→企画→実践→検証→課題） 

２０点 

イ 研究の着眼点 
（ア）現状把握を前提として仮説の問題提起がなされているか 
（イ）現状分析・仮説に基づき企画を検討しているか 
（ウ）実践の検証が十分になされているか 
（エ）検証に基づいた提言や展望，課題が打ち出されているか 

２０点 

ウ 研究の取組内容及び成果 
（ア）研究の取組に工夫がなされているか 

（アンケート・実施調査・取材活動・作品制作・実験など） 
（イ）研究を通してどのような成果を学びとったか 

（研究の成功・失敗にかかわらず具体的な記載がある） 
研
究
報
告
書

の
完
成
度 

１０点 
※全商協会調査・広報部にて審査し、審査委員長が代表して得点化する 
ア 報告書内の文章表現や編集は適切であるか 
イ 資料提示に工夫がなされているか 

研
究
発
表 

３０点 

１０点 
ア 発表上の態度 
（ア）説明の状態（発表態度・進行など）は適切であるか 
（イ）機器の取り扱い（操作・トラブル対応など）は適切であるか 

１０点 
イ 資料の提示 
（ア）研究内容を説明するのに適切な画面構成（分量含）であるか 
（イ）研究内容を説明するのに適切な内容（提示方法含）であるか 

１０点 
ウ 資料の説明 

（ア）発表内容は聞き取りやすく，分かりやすいか 
（イ）研究内容の説明としての説得力があるか 

総
合
評
価 

１０点 
※研究報告書と研究発表の内容をふまえ，研究の完成度や独創的，創意工夫などを総合
的に評価する 
ア  研究報告書（内容）に関する評価 
イ  研究発表（説明）に対する評価 

 
 



4 研究報告書 
(1) Ａ４用紙２４ページ以内とし，ページ数を超過した場合は，総合得点の合計から１０点減点す

る。 
(2) 提出期限に遅れた場合は，総合得点の合計から１０点減点する。提出期限後の修正・差替等も

同様とする。 
 
5 発表時間 

司会者による「発表を始めてください」の台詞終了時から発表者による「以上で発表を終わりま

す」の台詞終了時までを計測するものとする。「以上で発表を終わります」の台詞以降は発声をしな

い。発表時間は１０分以内とし，時間を超過した場合は以下の基準により総合得点の合計から減点

する。 
超過時間 １０秒未満 １０秒～ ２０秒～ ３０秒～ ６０秒～ 
減 点 －５点 －１０点 －１５点 －２０点 －３０点 

 
6 順位決定方法 

各審査委員による総合得点の合計の高い学校を上位とする。また，総合得点の合計が同点の場合

は，審査項目「研究内容」「研究発表」「総合評価」の順に，各審査項目の得点の高い学校を上位と

する。 
なお，すべての審査項目の得点が同じ場合は，審査委員が協議し，審査委員長が順位を決定する。 

7 審査委員 
全商協会調査・広報部長，副部長の２名および開催地より選出する委員３名（外部委員２名以上）

を含む５名とする。 

8 表彰 
種 類 校 数 備 考 

最優秀賞 １校 「文部科学大臣賞」「産業教育振興中央会賞」をあわせて授与。 
優 秀 賞  ３校  
優 良 賞  ５校  
奨 励 賞 上記以外  

9 その他 
(1) 研究報告書および発表におけるコンテンツ（画像・映像などの個々の情報）の使用に際しては，

著作権に十分留意すること。 
 
 

改正履歴 
平成２７年度 一部変更（文言の整理） 
平成３０年度 一部変更（発表時間の計測について） 
令和 ２ 年度 一部変更（研究報告書・順位決定方法の項目追加，発表時間変更，文言の整理等） 
令和 ３ 年度 一部変更（表彰） 
令和 ５ 年度 一部変更（文言の整理） 
令和 ６ 年度 一部変更（研究報告書完成度の審査・得点化追記，計測終了後の発声制限） 

 



（別紙 3） 

商業教育 140周年記念 

令和６年度第 32回全国高等学校生徒商業研究発表大会 
提出書類と参加料等について 

１ 提出書類 

（１）申込関係書類  （提出期限：令和６年９月３０日（月）） 

① 参加申込

連絡理事校 管下会員校が出場校に決定した場合、開催案内一式を出場校に送付する。 

（全商協会ホームページからの書類ダウンロードを案内する） 

出 場 校 参加申込書・参加料・バス・交流会申込書（別紙４）に公印を押印して、大会事務局へ 

郵送及びメールにて電子データ（Excel）に提出する。 

※発表タイトル・サブタイトルに変更がある場合は、必ず 10月 1日（火）までに大会事

務局に連絡してください。

※外字を使用する場合は、代替文字を入力してください、その場合、郵送する書類には

備考欄にその旨を記入し、使用したい外字をはっきりと手書きで記入してください。

※担当欄には、「発表・ＰＣ・合図・照明」などの生徒の役割を記入してください。

※進行の合図を知らせる生徒（合図係）を１名付けてください。

② 研修参加申込

発表者・引率教員以外の教員、生徒が研修のため見学を希望する場合は、研修参加申込書（別紙５）を大会

事務局へ郵送及びメールにて提出する。

シャトルバス利用料金の支払い方法については、後日、大会事務局より研修参加者（校）へ連絡する。

③ 宿泊・お弁当申込

出場校、研修参加者で申込を希望する場合は、宿泊・お弁当のご案内（別紙 15）をご確認の上、日本旅行の

大会専用ホームページより申し込む。

【大会専用申込ＵＲＬ】 https://va.apollon.nta.co.jp/2024kushiro_zensho

（２）発表要旨     （提出期限：令和６年９月３０日（月）メール必着） 

出場校は、発表要旨について、別紙６のとおり、電子データ（ＰＤＦ）を大会事務局へメールにて提出する。 

（３）発表関係書類   （提出期限：令和６年１０月８日（火）） 

出場校は、下記の書類について、大会事務局へ郵送またはメールにて提出する。メール提出の場合は、電子 

データ（ＰＤＦ）を提出する。 

・発表進行・配置表 （別紙９）

・使用機材申込書  （別紙１１） 

（４）研究報告書 （提出期限：令和６年１０月８日（火）消印有効） 

出場校は、研究報告書について、別紙１２－１のとおり、電子データ（ＰＤＦ）を全商協会へ郵送にて提出 

する。 

（５）提 出 先 

大会事務局 ［（１）①②･（２）･（３）の提出先（研究報告書以外）］ 

【郵送先】 〒０８４－０９１０ 北海道釧路市昭和中央５丁目１０－１ 

北海道釧路商業高等学校内 

全国高等学校生徒商業研究発表大会事務局 宛 

【データ送信先】 メールアドレス zss32ksr@hokkaido-c.ed.jp 

担当 北側慎一郎 工藤英太郎 

電話 ０１５４（５２）３３３１  F A X ０１５４（５２）３３３３ 

全商協会 ［（４）研究報告書の提出先］ 

【郵送先】 〒１６０－００１５ 東京都新宿区大京町２６ 全商協会 宛 

担当 佐藤あけみ 塚原寛子 

電話 ０３（３３５７）７９１１ F A X ０３（３３４１）１０３９ 



日本旅行 ［③の申込先］ 

【申込先】 〒０６０－００６１ 北海道札幌市中央区南１条西４丁目１６日本旅行札幌ビル２階 

株式会社日本旅行北海道 本社営業企画部内 

『第 32回全国高等学校生徒商業研究発表大会』デスク 

担当 坪野（つぼの)・桜庭 (さくらば) 

電話 ０１１（２０８）０１５６  F A X ０１１（２０８）０１６７ 

２ 参加料等 

（１）参加料 

５,０００円＋１,０００円×発表者数 

（２）参加料等の支払方法 

ア 出場校は、全国大会への参加決定後、大会事務局へ参加料を支払う。

イ 支払方法は、下記指定口座への振込とする。なお、口座振込の手数料は参加校負担とする。

金融機関名 釧路信用金庫（1027） 

支店名 昭和支店（019） 

預金種目 普通 

口座番号 0130661 

カナ氏名

（受取人名）

ｾﾞﾝｺｸｺｳﾄｳｶﾞｯｺｳｾｲﾄｼｮｳｷﾞｮｳｹﾝｷｭｳﾊｯﾋﾟｮｳﾀｲｶｲ

ﾀﾞｲﾋｮｳｼｬ ｵｵﾀ ｶｽﾞﾋﾛ

全国高等学校生徒商業研究発表大会

代表者 太田 和浩

ウ 振込依頼人名は、学校名がわかるよう○○高校でお願いします。

（３）振込期限 

令和６年９月３０日（月） 

（４）参加料に関するＱ＆Ａ

Ｑ２ 全国大会に申込みをした生徒が欠席した場合、参加料は返金されますか。 

Ａ．参加料は如何なる理由があっても返金はしません。 

Ｑ３ 参加する生徒が追加になる場合、参加料は追加で支払うことになりますか。 

Ａ．全国大会に出場する場合には、参加料の支払いは必須になります。 
  大会当日もしくは後日、参加料を徴収します。 

Ｑ４ 参加料はどのような経費に使用されますか。 

Ａ．参加料は、大会運営に係る諸経費の一部に充当します。 
  （会場費・レンタル代・賞品代・参加記念品等） 

Ｑ１ 参加料を商業教育振興助成金から支出してもよいですか。 

Ａ．助成金から参加料を支出することはできません。 



学校名 〒

※担当者メールアドレスと同じ場合は記入不要です。

※進行の合図を知らせる生徒（合図係）を１名付けてください。

《参加料について》

夕：ホール駐車場→釧路駅 円 × 人 ＝ 円

朝：釧路駅→ホール駐車場 円 × 人 ＝ 円

夕：ホール駐車場→釧路駅 円 × 人 ＝ 円

夕：ホール駐車場→釧路空港 円 × 人 ＝ 円

令和6年

緊急連絡先（携帯）

氏
ふり

　　　　　　　　名
がな 学年 担当

氏
ふり

　　　　　　　　名
がな

№ 担当

メールアドレス

公印

口座番号

支店名

6

8

9

※担当欄には、「発表・ＰＣ・合図・照明」などの生徒の役割を記入してください。

引
率
者

発表タイトル（ふりがな）

サブタイトル（ふりがな）

※発表タイトル・サブタイトルに変更がある場合は、必ず10月1日（火）までに大会事務局に連絡してください。

№

2

1

3

商業教育140周年記念　令和6年度第32回全国高等学校生徒商業研究発表大会
参加申込書・参加料・バス・交流会申込書

月

ブロック

電話番号

都道府県

住　所

FAX

日

出
場
校

担当者

担当者メールアドレス

校長名

金額

昭和支店（019）

130661

釧路信用金庫（1027）

普通
ｾﾞﾝｺｸｺｳﾄｳｶﾞｯｺｳｾｲﾄｼｮｳｷﾞｮｳｹﾝｷｭｳﾊｯﾋﾟｮｳﾀｲｶｲ
ﾀﾞｲﾋｮｳｼｬ　ｵｵﾀ　ｶｽﾞﾋﾛ
全国高等学校生徒商業研究発表大会
代表者　太田　和浩

5,000円 × 1,000円＋ 発表者数 5,000 円

　　参加料等振込口座

参加料

※外字を使用する場合は、代替文字を入力してください、その場合、郵送する書類には備考欄にその旨を記入し、
　 使用したい外字をはっきりと手書きで記入してください。

7

4

1

2

氏
ふり

　　　　　　　　名
がな 学年№

※振込依頼人名は、通帳に学校名が記載されるように、○○高校でお願いします。

備
考

発
表
者

10

預金種目

名

5

カナ氏名
（受取人）

銀行名

220

880

シャトル
バス利用

申込

11/20（水）

11/21（木）

11/21（木）

11/21（木）

220

※出場校からの研修参加者がバス利用・交流会への参加を希望する
場合、当申込書により、発表者･引率者分と併せてお申し込み、お支払
いください。

振込合計金額 5,000 円

参加校→大会事務局　提出用

金額 0円

0

0

0

0

0 円

※振込手数料は、参加校負担となります。

参加者交流会 1,500円 ＋ 参加人数 名 金額

220

（別紙４）



（別紙 5） 

商業教育 140 周年記念 

令和６年度第 32 回全国高等学校生徒商業研究発表大会 

研 修 参 加 ・ バ ス 申 込 書 
提出期限 令和６年９月３０日（月） 

 ブロック  都・道・府・県 

 高等学校 学校長名  印 

電  話  ＦＡＸ  

連絡代表者   

 

教員研修参加者数   名 

No. 学   校   名 職名 氏      名 

１    

２    

３    

４    

５    

 

見学生徒人数  名 

No. 学年 氏    名 No. 学年 氏    名 

１   ６   

２   ７   

３   ８   

４   ９   

５   10   

 

シャトル 

バス 

利用申込 

11/20（水） 夕：ホール駐車場→釧路駅 220円×  人 ＝ 円 
合計 

 

 

 

円 

11/21（木） 朝：釧路駅→ホール駐車場 220円×  人 ＝ 円 

11/21（木） 夕：ホール駐車場→釧路駅 220円×  人 ＝ 円 

11/21（木） 夕：ホール駐車場→釧路空港 880円×  人 ＝ 円 

 ※出場校からの研修参加者がバス利用を申し込む場合は、（別紙４）により、発表者･引率者分と併せてお申
し込み、お支払いください。 



（別紙 6） 

商業教育 140 周年記念 
令和６年度第 32 回全国高等学校生徒商業研究発表大会 

発表要旨について 

提出期限 令和６年９月３０日（月） 

 

 ※原稿をＰＤＦにし、大会事務局へメール（zss32ksr@hokkaido-c.ed.jp）にて提出してください。 

 

  ◇ 用  紙  Ａ４判４枚 

  ◇ マージン  上端 ２０mm  下端 ２０mm 

          右端 ２０mm  左端 ２０mm 

          ※字数、行数の規制はありません。 

 

 １枚目 

                        ↑ 

 20mm 

                        ↓ 

       （発表タイトル）○○○○○ 

                               （学校名） ○○○○ 高等学校 

                               （発表者） ○○○○ ○○○○ 

                                     ○○○○ ○○○○ 

                                     ○○○○ ○○○○ 

 

        ○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○○○○○  

       ○○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○○○○○ 

   ←20mm→                                       ←20mm→ 

 

 

○○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○○○○○ 

 ↑ 

 20mm 

                        ↓ 

 ２枚目以降 

                        ↑ 

 20mm 

                        ↓ 

      

        ○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○○○○○  

       ○○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○○○○○ 

   ←20mm→                                       ←20mm→ 

 

 

○○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○○○○○ 

 ↑ 

 20mm 

                        ↓ 

  ※発表タイトルは、別紙４「参加申込書･参加料･バス・交流会申込書」で記入したタイトルと相違ないことをご確認ください。 

≈ ≈ 

≈ ≈ 



（別紙 7） 

商業教育 140 周年記念 
令和６年度第 32 回全国高等学校生徒商業研究発表大会 

発表時の入退場について 

※会場設備の都合上、動線の見直しなど入退場方法等を変更する場合があります。変更時は、決定次第速やかに関係校にご連絡いたします。 

0 発表者壇上イメージ 0  

 

0PC エリアイメージ 0 

 
0PC 操作エリア 0 

0PC0        0PC0 

0 第 2 発表校 0     0 第 1 発表校 0 

 

0機械担当者待機席 0 

0 第 4 発表校 0    0 第 3 発表校 0 
 
 

※機械担当者は、発表前の休憩時間に PC エリアに 
 移動する。 
 
※終了後は、速やかに自席に戻る。 
 

 
 司会 発表者（舞台） 機械担当者（PC エリア） 

1 休憩時間 

  ・休憩後発表の 4 校の機械担当者
は、PC エリアに移動する。 
※発表順 1～4 番の機械担当者は、
9 時に PC エリアに移動する。 

2 1 つ前発表中   ・発表時の座席に移動する。 

3 
1 つ前 

発表終了後 

・登壇指示 
「発表番号▲▲番の学校は登壇し
てください。」とアナウンスする。 

・登壇用の階段下①（下手）に 1 列
で整列する。誘導係からマイクを
受け取る。 
・誘導係の指示で登壇し、②の位置
で整列する。 
（注意：パフォーマンス禁止） 

・発表時座席に着席したら、速やか
に PC 準備（最初の画面を表示）を
する。 
・司会の指示で、その場で客席に向
かって起立する。 

4 

発表前挨拶 
（整列後） 

・ 
発表準備完了 

（整列完了を確認する） 
・学校紹介 
「学校名と発表テーマ」をアナウ
ンスし、「礼」の号令を掛ける。 

・司会の指示で「礼」をする。 
・挨拶後速やかに、それぞれの発表
位置③に移動する。 
・舞台上の合図係が、準備完了を司
会に合図する。（右手を挙げる） 

・司会の指示で「礼」 
・準備完了の合図を舞台上の生徒
に送る。 

5 発表開始 

・開始指示 
（舞台上の合図係の挙手を確認
後） 
「発表を始めてください。」とアナ
ウンスする。 

・司会からのアナウンス「発表を始
めてください。」で発表を開始す
る。 

・司会者からのアナウンス「発表を
始めてください。」で発表を開始す
る。 

6 発表終了 

 ・発表終了時「以上で発表を終わり
ます。」とアナウンスする。 
（最終発表者はその場に待機す
る） 

・「以上で発表を終わります」後、
速やかに画面をブラックアウトさ
せる。 
・操作終了後、その場で客席に向か
って起立する。 

7 
終了指示 

・ 
退場 

・終了指示 
「ありがとうございました。ただ
いまの発表は〇〇高校でした」に
続けて、「礼」の号令を掛ける。 

・司会の指示で「礼」をし、速やか
に④のルートで降壇する。 
（注意：声・音を出さない） 
・降壇後、誘導係にマイクを返却す
る。 
・速やかに自席に戻る。 

・司会の指示で「礼」をする。 
・速やかに PC 等を片付け、自席に
戻る。 

8 発表時間報告 

・発表者の降壇を確認後、 
「ただいまの発表は〇分〇秒でし
た。次の発表までしばらくお待ち
ください」とアナウンスする。 
・次の登壇指示をする。 

  

 

P C 操 作 エ リ ア 

機械担当者待機席 

スクリーン 

① 

② 

③ ③ 

④ 



 

（別紙 8-1） 

 
商業教育 140周年記念 

令和６年度第 32回全国高等学校生徒商業研究発表大会 
発表進行・配置表の記入について 

 

発表を円滑に進めるため、【別紙８－２ 発表進行・配置表記入例】を参考に、発表進行・配置表を作成してください。

別紙９「発表進行・配置表」に必要事項を記入し、大会事務局へ郵送またはメール（zss32ksr@hokkaido-c.ed.jp）にて

提出してください。メールの場合は、電子データ（ＰＤＦ）を提出してください。 

 

 １ 体裁 

    Ａ４判（別紙９） 

 ２ 提出期限 

    令和６年１０月８日（火）  ※期日厳守で郵送またはメール（ＰＤＦ）にてご提出をお願いします。 

 ３ 送付先 

    大会事務局 

 ４ 記入方法 

(1)【別紙８－２ 発表進行・配置表記入例】を参考に、開始前の挨拶の配置、発表中の配置、終了後の挨拶の配置に 

ついて、発表者全員の配置が分かるよう具体的に記入してください。 

(2)開始前挨拶の位置は決められています。登壇する人数が分かるように記入してください。 

(3)持ち込み機材がある場合は記入してください。 

(4)用紙が不足する場合は、複写してご利用ください。 

 ５ 留意点 

(1)生徒の立ち位置により、スクリーンに影が映りこむ場合があります。リハーサル時に確認し、調整してください。 

(2)今大会では、舞台上の全体照明のみのライトアップで発表していただきます。部分照明並びに色付きの照明は使用 

しないため、照明係は不要です。 

(3)準備完了を司会に合図する合図係（司会に近い舞台上の発表者）を必ず 1名つけてください。 

(4)使用できるマイクの本数に限りがあります。別紙１０－１「使用機材について」にてご確認ください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

※ワイヤレスマイクは、種類固定８回線となります。ハンドマイク・ピンマイク・ヘッドセットマイクの番号 
［マ①（～④）・ピ⑤・ピ⑥・ヘ⑦・ヘ⑧］を記入し、リハーサル～本番を通して変更することのないよう注意し 
てください。 

※その他、持ち込み機材等がある場合はご記入ください。 
 

◇凡例◇ 

生･･･生徒（発表者・操作担当者等） 演･･･演台        パ･･･パソコン 

マ･･･マイク(ハンドマイク)     ピ･･･ピンマイク     ヘ･･･ヘッドセットマイク 

プ･･･プロジェクター       合…司会に合図を送る生徒 

 



（別紙 8-2） 

商業教育 140周年記念 

令和６年度第 32 回全国高等学校生徒商業研究発表大会 

発 表 進 行・配 置 表 記 入 例 

提出期限令和 6 年 10月 8 日（火） 

発 表 校 〇〇県立〇〇商業高等学校 

枚目 発表タイトル  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 

場面 舞台上（使用する機材を記入してください。） 備 考 

開
始
前
挨
拶 

000000 スクリーン 000000 

 

 

 

 

PC操作エリア 

 

 

 

司会への合図を送

る生徒を記入して

ください。何名の

生徒が登壇するの

か記入してくださ

い。 

発
表
中
配
置
① 

000000 スクリーン 000000 

 

 

 

 

PC操作エリア 

 

 

 

発表中、舞台袖へ

の移動があるかわ

かるように記入し

てください。 

発
表
中
配
置
② 

000000 スクリーン 000000 

 

 

 

 

PC操作エリア 

 

 

 

演台を使用する場

合は、上手側に配

置します。発表ス

タイルに変更がな

ければ②は記入し

なくてよい。 

 

終
了
後
挨
拶 

000000 スクリーン 000000 

 

 

 

 

PC操作エリア 

 

 

 

発表後の挨拶「礼」

での立ち位置を記

入してください。

特に整列する必要

はありません。 

 

生 生 生 生 生 生 

生 生 

パ 

マ① マ③ 

生 生 

パ 

生 生 

パ 

生 生 生 生 生 生 

マ② マ④ 

生 生 生 生 生 生 

マ① マ③ 

合 

生 生 

パ 

プ 

プ 

プ 

プ 

ピ⑤ 
ヘ⑦ 



（別紙９） 

商業教育 140周年記念 
令和６年度第 32回全国高等学校生徒商業研究発表大会 

発表進行・配置表 

提出期限 令和６年１０月８日（火） 

出 場 校  
 

発表タイトル   
枚目 

 

場面 舞台上（使用する機材を記入してください。） 備考 

開
始
前
挨
拶 

000000スクリーン 000000 

 

 

 

 

PC操作エリア 

 

 

 

 

発
表
中
配
置
① 

000000スクリーン 000000 

 

 

 

 

PC操作エリア 

 

 

 

 

発
表
中
配
置
② 

000000スクリーン 000000 

 

 

 

 

PC操作エリア 

 

 

 

 

終
了
後
挨
拶 

000000スクリーン 000000 

 

 

 

 

PC操作エリア 

 

 

 

 

                       

 
 
 

 

プ 

 
 
 

 

プ 

 
 
 

 

プ 

 
 
 

 

プ 

生 マ ピ 合 パ 演ヘ 
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商業教育 140周年記念 
令和６年度第 32回全国高等学校生徒商業研究発表大会 

使用機材について 

 会場に設置予定の視聴覚機材は、以下のとおりです。別紙１１「使用機材申込書」に必要事項をご記入の上、大会

事務局（zss32ksr@hokkaido-c.ed.jp）までご提出ください。 

 なお、進行を円滑にするため、会場に用意されている機材を使用していただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 
      

※著作権・著作隣接権にかかる音楽の使用は禁止しています（映像の二次利用のため）。 
 
 □マイクについて 

いずれのマイクも発表者（生徒）によるスイッチのＯＮ／ＯＦＦができません。発表進行・配置表にしたがっ

て、ホールの音響スタッフが操作します。マイク番号の記入およびリハーサル、本番での取り違えがないよう注

意してください。 

 

 □スクリーンについて 

   ◇投影面 表示サイズ  360 インチ相当  幅 8.0(11.2)m 高さ 4.5(4.6)m  アスペクト比 16:9 想定 

        ※制作サイズとしてアスペクト比を指定しているわけではありません。 

        ※舞台レイアウト（立ち位置や照明）の調整で、若干映写面が狭くなることも考えられます。 

 

 

 
 
 □プロジェクターについて 

  ◇機   種 NEC 社製 NP-PA1505UL（予定） 

  ◇輝   度 15,000ルーメン 

  ◇最大解像度 WUXGA（1920×1200） 

※アスペクト比は、16：9 または 4：3 いずれも可能です。 

※パソコンの出力は、HDMI でお願いします。 

※映写台の設置位置やプロジェクターの機種に変更が生じた場合、出場校には速やかにご連絡させ

ていただきます。 
 
 □パソコンについて 

   パソコンは、各参加校でお持ちください。OS は Windows を推奨します。（バックアップ用も含みます。） 

    ※パソコンとプロジェクターを接続する HDMI ケーブルの長さが 10m 以上となるため、Mac では正常に映らな

い可能性があります。 

    ※予備用のパソコン(Windows10/PowerPoint2019 予定)を全商協会で準備しています。 

バックアップデータをＵＳＢメモリで準備して頂けると、緊急時に対応ができます。 

なお、iPad や Mac での予備対応はできませんので、予めご了承ください。 
 

 □使用禁止機材について 

   １ プロンプターの使用を禁止します。 

   ２ 発表者が手元でタブレットパソコンなど原稿代わりに使用することは可能とします。 

ただし、タブレットパソコンなどをプロジェクター等の遠隔操作のために使用することは、禁止します。 

   ３ その他、機材のセッティングに時間がかかる、動作の確約ができずトラブルになるような機材の使用を 

禁止します。 
 

 □機材の操作について 

操作は生徒だけで行うものといたします。画面の暗転等の機材トラブルの際も発表は最後まで続けてください。 
  
□その他 

   動画はプレゼンテーションソフトに埋め込むか、パソコンで再生するようにしてください。  

会場設置機材 数 量 備 考 

プロジェクター １ 会場にあるものを使用 
ワイヤレスマイク（ハンド型） ４ 会場にあるものを使用 マ①～④ 

ワイヤレスマイク（ピンマイク型） ２ 会場にあるものを使用 ピ⑤・ピ⑥ 

ワイヤレスマイク（ヘッドセット型） ２ 会場にあるものを使用 ヘ⑦・ヘ⑧ 

演台 １ 会場にあるものを使用 

ホール客席ち列２４・２５番（予定）にプロジェクターを設置し、スクリーンに投影します。

立ち位置によってはスクリーンに発表者の影が映りますので、リハーサル時のご確認をお願い

します。（別紙１０－２参照） 
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コーチャンフォー釧路文化ホール（釧路市民文化会館） 大ホール舞台平面図 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

投 
影 

大ホール客席ち列２４・２５番（予定）に設置する映写台から投影 

スクリーン 

0PC エリア 0 
0PC 操作エリア 0 

0PC0        0PC0 
0 第２発表校 0     0 第１発表校 0 

 
0 機械担当者待機席 0 

0 第４発表校 0     0 第３発表校 0 

 

14.54m（舞台間口 18mのうち） 

緞帳 

総
合 

司
会
席 

発表位置 

全体照明での発表の都合上、スクリーンから

1.0m 程度空けたエリアを発表位置とします。 

1.0m 

約 4.5m 

立ち位置によっては、スクリ

ーンに影が映る可能性があ

ります。リハーサル時に立ち

位置の確認をしてください。 
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コーチャンフォー釧路文化ホール（釧路市民文化会館） 大ホール客席図 

 

 

 

研修参加者席 

 

 

出場校席 

映写台 
エリア 
(予定) 

審査委員席 

 

 

座席撤去 

来賓･大会役員席 関係者席 

ＰＣエリア 

マイク置き場 

マ①～④ピ⑤⑥ヘ⑦⑧ 
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商業教育 140周年記念 

令和６年度第 32 回全国高等学校生徒商業研究発表大会 

使 用 機 材 申 込 書 

提出期限 令和６年 10月 8日（火） 

出 

場 

校 

都道府県名 学 校 名 

  

担当者教員（ふりがな） 
TEL 

 

 

FAX  

担当教員メールアドレス 

 

 

※使用する機材に〇印を付けてください。複数使用する場合は、備考欄に数量を記入してください。 

〇印 機材名 備 考 〇印 機材名 備 考 

 
プロジェクター 

  ワイヤレスマイク 

（ヘッドセット型）⑦⑧の２本 

 

 ワイヤレスマイク 

（ハンド型）①～④の４本 

  演台 

幅 180mm×奥行 75cm×高さ 90cm 

 

 ワイヤレスマイク 

（ピンマイク型）⑤⑥の２本 

  
 

 

 

※上記以外（持ち込み）で使用される機材がありましたら、ご記入ください。 

 パソコンについては、備考欄にメーカー・機種名・ＯＳ・使用ソフトをご記入ください。 

機材名 数 量 備 考 

   

   

   

   

   

※パソコンとプロジェクターを接続する HDMI ケーブルの長さが 10m 以上となり、Mac では正常に映

らない可能性があるため、ＯＳは Windows を推奨します。 
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商業教育 140 周年記念 
令和６年度第 32 回全国高等学校生徒商業研究発表大会 

研究報告書について 

１ 形 式 等 

 （１）表  紙  大会名、発表題（別紙４、別紙６、別紙９と統一タイトルであること） 

都道府県名、学校名、生徒氏名、指導者氏名を記載すること。 

 

 （２）ページ数  表紙を含めＡ４用紙２４ページ以内 

           ※ページ数の超過については減点対象とする。 

 

 （３）書  式  ①Ａ４判縦型レポート形式を推奨する。 

          ②文字数：１ページ４０行×４０字程度 

                ※図表は含まないものとする。 

          ③文字ポイント：１０．５～１２．０ポイント（推奨） 

                ※見出し等は該当しない。 

          ④マージン：上下左右余白２０mm（推奨）何も入れないことを推奨する。 

          ⑤フッター：ページ番号を挿入 

 

 （４）提出方法  原稿をＰＤＦにし、電子データ（CD-R、DVD、USB メモリ）で全商協会へ提出する。 

 

 （５）そ の 他  ①研究報告書の様式は、【別紙 12-2 報告書様式推奨例】を参照してください。            

          ②審査対象となる部分とそうでない部分を、審査委員が明確に読み取れるよう章立てなどを工

夫してください。なお、別紙 12-2 の『章立て例』は、推奨例のため強制ではありませんが、

審査対象を明確にするため、継続的研究に関しては「これまでの流れ」（審査対象外研究の概

説）という意味合いの項目を設けるか、資料集内にそれらを提示するようにしてください。 

          ③資料は、別紙 12-2 のとおり、「資料集」という体裁で本文終了後にまとめて提示するスタイ

ルを推奨します。なお、資料集も全体ページ数に含めて作成してください。 

          ④報告書全体を読みやすいものにする工夫や、内容を簡潔明瞭にまとめ上げる力も審査に反映 

           します。具体的には、審査基準の「3 審査配点および審査項目」→「研究内容」および「研究

報告書の完成度」の項目で評価します。ただし、二次元バーコード等に含まれる情報は評価の 

 対象といたしません。 

          ⑤研究報告書以外の資料は受け付けられませんので、添付しないでください。 

          ⑥提出された研究報告書は、全商協会ホームページ（１０月１９日～１２月２０日）に掲載し 

ます。大会当日参加校へ印刷した研究報告書は配りません。各校で印刷してください。 

 

２ 提出期限 

   令和６年１０月８日（火）当日消印有効 

   ※提出期限以降の提出（期限後の修正・変更・差替含む）は減点対象とする。 

 

３ 提 出 先 

   〒１６０－００１５ 東京都新宿区大京町２６ 

公益財団法人全国商業高等学校協会 
担 当 佐藤あけみ  
電 話 ０３（３３５７）７９１１ F A X ０３（３３４１）１０３９ 
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報告書様式推奨例 
 

 

【表紙例】                      【章立て例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（大会名） 
 

タイトル 
副タイトル 

 
 
 
 
 
 

都道府県名・学校名 
生徒氏名 

指導者氏名 

目  次 
１ はじめに 
   （テーマ設定理由） 
２ これまでの流れ 
   （審査対象外研究の概説） 
   ※継続研究した場合のみ 
３ 【以下本文】 
 
 
 
ｎ おわりに 
 
～資料集～ 
   （１）○○○ 
   （２）◇◇◇ 

～ 

例）○学校紹介 ○各種バックデータ ○アンケート様式 etc 

余白は上下左右 20mm 

１ページ４０行程度  

１行４０字程度 

※フォントサイズは、 
  10.5～12.0 程度 

※ヘッダー：何もいれないことを推奨 

※フッター：ページ番号を挿入 



参考資料：令和２年度以降の変更点について

Ⅰ 変更内容について

１ 令和2年度以降の変更点 …令和元年度春季全国役員会・総会・研究協議会資料（令和元年5月） 
（１）開会式の日程について

変 更 前 開会式を２日目に実施 1 日目 リハーサル、参加者交流会

2 日目 開会式、発表、閉会式、表彰

変 更 後 開会式を１日目に実施 1 日目 リハーサル、開会式

2 日目 発表、閉会式、表彰

変更理由 １日開催、時間短縮に向けた対応策。

（２）「研究報告書」の提出期限以降の提出について

変 更 前 期限遅れの資料の提出は減点なし

変 更 後 期限以降の提出（遅れ）は総合得点の合計から一律10点減点。 
期限後の、修正・変更・差し替えなども遅れと同様とし、減点の対象とする。

変更理由 規定違反による提出期限遅れの学校には、審査の過程で差をつける必要があるため。

（３）「研究報告書」のページ数について

変 更 前 ページ数30ページ以内 
変 更 後 ページ数24ページ以内。 A4縦型レポート形式を推奨とする。 
変更理由 巻頭の学校紹介や巻末の資料などについて、上限の30ページに無理に合わせるため、無駄

なページを増やしている学校が見受けられる。

参加校の資料作成および審査にかける負担を軽減するため。

冊子形式で資料を作成しても、PDF データで閲覧した場合、片面ページずつしか見ること

ができないため。

（４）「研究報告書」のページ数の超過について

変 更 前 ページ数超過の減点なし。

変 更 後 ページ数超過は総合得点の合計から一律10点減点。 
変更理由 規定違反によるページ数超過の学校には、審査の過程で差をつける必要があるため。

（５）発表時間について

変 更 前 発表時間 12分 
変 更 後 発表時間 10分 
変更理由 １日開催、時間短縮に向けた対応策。

（６）発表時間計測終了後の流れについて

変 更 前 「以上で、発表を終わります。」（計測終了）

この後に、登壇者がいる、入場や整列をする、エンドロールなどの上映や時間をかける学校

があり統一されていない。

変 更 後 「以上で、発表を終わります。」（計測終了）（舞台上にいる者のみ礼、退場）

「以上で、発表を終わります。」の後の禁止事項

・舞台への登壇、挨拶のための入場・整列

・エンドロールの上映

計測終了後、発表校または運営側で映像を止める。

変更理由 計測終了後、各校による差をなくし運営時間を効率化するため。

審査における時間の確保のため。
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（７）音楽の使用について 
変 更 前 音楽の使用について 

【著 作 権】発表校→著作権者への使用申請 
【著作隣接権】発表校→全商協会→JASRAC（書類提出及び使用料支払い） 

変 更 後 音楽使用を禁止する。 
変更理由 純粋な研究発表とするため。 

大会後、全商のホームページ等で映像を二次的に使用するため。 
   ※映像の二次利用のため、また、純粋な研究発表となるよう著作権・著作隣接権にかかる音楽の使用（BGM等）の禁止を意 

図しています。生徒の自作の音楽を用いた研究など研究テーマの範囲で音楽を研究したい場合は、利用許諾を取る必要がな 
く、また、映像の二次利用にも影響がなければ、例外として音楽の使用を認めることといたします。[令和3年7月追記] 

 
（８）審査基準「順位決定方法」の追加について 

変 更 前 現行の審査基準に明記なし 
変 更 後 現行の審査基準について、下記の「順位決定方法」を追加する。 

順位決定方法 

  各審査委員による総合得点の合計の高い学校を上位とする。また、総合得点の合計が 

同点の場合は、審査項目の「研究内容」→「研究発表」→「総合評価」の順に、各審査

項目の得点の高い学校を上位とする。なお、全ての審査項目の得点が同じ場合は、審査

委員が協議し審査委員長が順位を決定する。 

変更理由 審査基準を明文化し、明確にするため。 
 
（９）機材の使用制限の追加について 

変 更 前 現行の開催要項に明記なし 
変 更 後 現行の開催要項「使用機材」に、下記機材の使用制限を追加する。 

１ プロンプターの使用は禁止する。 
２ 発表者が、手元でタブレットパソコンなどを原稿代わりに使用することは可能とする。

ただし、タブレットパソコンをプロジェクター等の遠隔操作のために使用することは、 
禁止する。 

変更理由 ・機材のセッティングに時間がかかり、運営時間効率化の妨げとなることがあるため。 
・動作保証が確約できないことやトラブル防止のため。 

 
２ 令和3年度以降の変更点 …令和2年度春季全国役員会・総会資料（令和2年5月書面開催） 
              …令和2年度ブロック代表常務理事連絡協議会資料（令和2年11月書面開催） 
              「新学習指導要領に準拠した公益財団法人全国商業高等学校協会主催の各種検定試験

等のあり方について」（答申）の検討状況（令和2年11月14日）内に記載 
（１）出場校数について 

変 更 前 全国10ブロック・出場校数21校 
ブロック代表校数を2校とし、開催都道府県については、別に1校を加える。 

変 更 後 １ 首都圏開催に伴い開催都道府県からの出場校1校を廃止し、出場校数20校とする。 
 ただし、令和4年度島根大会、令和6年度釧路大会については、移行措置として開催道県

からの出場校1校を別に加え、出場校数21校とする。 
２ 全国商業高等学校長協会のブロック構成変更に伴い、全国 9 ブロックとする（関東ブロ

ックと京神ブロックを統合し、関東ブロックとする）。ただし、令和3年度大会において、

新関東ブロックによる対応が困難な場合は、移行措置として、旧ブロックによる現行どお

りの対応を認める（その場合、令和3年度出場校数は21校とする）。 
３ ブロック代表校数は原則 2 校とする。ただし、関東ブロック及び九州ブロックは、ブロ

ック代表校数を3校とする（令和3年度大会において、関東ブロックの移行措置を適用し

た場合、旧関東ブロック及び旧京神ブロックの代表校数はそれぞれ2校とする）。 

変更理由 ・本大会の特性も考慮しつつ、全商協会主催の他の競技大会等と社会的な評価の観点から 
統一を図るにあたり、出場枠の見直しを行ったため。 

・会員校数に対する出場校数割合の格差の是正のため。 
 



（２）表彰について 
変 更 前 最優秀賞  1校 

優 秀 賞  3校程度（審査委員の選考により，校数は年度によって増減があってもよい。） 
優 良 賞 最優秀賞及び優秀賞以外の学校 

変 更 後 最優秀賞 1校 
優 秀 賞 3校 
優 良 賞 5校 
奨 励 賞 上記以外の学校 

変更理由 本大会の特性も考慮しつつ、全商協会主催の他の競技大会等と社会的な評価の観点から統一 
を図るにあたり、表彰の見直しを行ったため。 

 
（３）発表者数について 

変 更 前 発表者数に制限はない。 
変 更 後 発表者数は10名までとする。 

変更理由 本大会の特性も考慮しつつ、全商協会主催の他の競技大会等と社会的な評価の観点から統一 
を図るにあたり、発表者数の見直しを行ったため。 

 
３ 令和4年度以降の変更点 
（１）「発表要旨」の書式について 

変 更 前 マージン  上端 25mm  下端 25mm  右端 25mm  左端 25mm 
変 更 後 マージン  上端 20mm  下端 20mm  右端 20mm  左端 20mm 

変更理由 研究報告書推奨マージンを上下左右余白25mmから20mmに変更したため、合わせて変更。 

 
（２）「研究報告書」の書式について 

変 更 前 ④マージン：上下左右余白25mm（推奨） 
⑤フッター：ページ番号を挿入 

変 更 後 ④マージン：上下左右余白20mm（推奨） 

⑤ヘッダー：何も入れないことを推奨する。 

⑥フッター：ページ番号を挿入 

変更理由 より読みやすい資料作成のため。 

 
４ 令和5年度以降の変更点 
（１）審査基準「審査項目－総合評価」及び「審査委員」について 
   …令和5年3月20日ホームページ掲載 

変 更 前 ・審査項目－総合評価 
 ※研究報告書と研究発表の内容をふまえ，研究の完成度や独創的，創意工夫などを総合 
  的に評価に加点する 
  ア 研究報告書（内容）に関する加点 
  イ 研究発表（説明）に対する加点 
・審査委員 
  開催地委員 

変 更 後 ・審査項目－総合評価 
 ※研究報告書と研究発表の内容をふまえ，研究の完成度や独創的，創意工夫などを総合 
  的に評価にする 
  ア 研究報告書（内容）に関する評価 
  イ 研究発表（説明）に対する評価 
・審査委員 

開催地より選出する委員 

変更理由 文言整理のため。 
 
 



 （２）照明について 
変 更 前 発表中の照明について、全体照明・部分照明（スポットライト）を使用。 

照明指示や操作のため、発表者（生徒）の配置が必要。 
変 更 後 部分照明（スポットライト）を使用せず、全体照明のみとする。 

照明指示や操作のための発表者（生徒）の配置は必要ない。 
※ただし、会場や使用機材の都合上、全体照明のみでの進行が難しい場合は、従来どおり部

分照明を使用する場合もある。 

変更理由 ・プロジェクターの性能向上のため。 

・大会運営のコンパクト化のため。 

 
（３）発表進行表の見直しについて 

変 更 前 出場校は、発表者の位置、機材配置、使用照明等を詳細に記入した、「発表進行表」を大会事

務局に提出する。 
変 更 後 照明指示が不要となったため提出書類「発表進行表」を見直し、発表者の位置、機材配置等

の記入に限定した「発表進行・配置表」の提出に変更。 
※ただし、会場や使用機材の都合上、従来どおり部分照明を使用する場合は、必要に応じて

使用照明の情報を取得する。 

変更理由 大会進行上の必要情報を見直したため。出場校の提出書類作成にかかる負担軽減のため。 

 
５ 令和6年度以降の変更点 
（１）審査基準「審査項目－研究報告書の完成度」について 
   …令和6年3月ホームページ掲載 

変 更 前 ・審査項目－研究報告書の完成度 
  ア 報告書内の文章表現や編集は適切であるか 
  イ 資料提示に工夫がなされているか 

変 更 後 ・審査項目－研究報告書の完成度 
 ※全商協会調査・広報部にて審査し，審査委員長が代表して得点化する 
  ア 報告書内の文章表現や編集は適切であるか 
  イ 資料提示に工夫がなされているか 

変更理由 今まで明記していなかった事項について明記。 
 
（２）発表時間について 
   …令和6年3月ホームページ掲載 

変 更 前 司会者による「発表を始めてください」の台詞終了時から発表者による「以上で発表を終わ

ります」の台詞終了時までを計測するものとする。発表時間は１０分以内とし，時間を超過

した場合は以下の基準により総合得点の合計から減点する。 ※以下省略 
変 更 後 司会者による「発表を始めてください」の台詞終了時から発表者による「以上で発表を終わ

ります」の台詞終了時までを計測するものとする。「以上で発表を終わります」の台詞以降

は発声をしない。発表時間は１０分以内とし，時間を超過した場合は以下の基準により総合

得点の合計から減点する。 ※以下省略 

変更理由 今まで明記していなかった事項について明記。 
 

Ⅱ 近年の主な変更点について（参考） 
令和元年度 

（埼玉大会）より 

 

発表者の入場について、舞台袖からの入場から客席からの直接登壇に変更。 
客席の機材担当者は挨拶のためによる登壇等はしない。 
直接登壇が難しい発表者（車椅子等）は、従来どおり舞台袖からの入場とする。 

平成 30年度 

（静岡大会）より 

・大会本番を１日開催に変更。 

・発表間の入れ替え時間、発表前後のパフォーマンスにかかる時間の短縮のため、 

 発表者、機材担当者の入退場方法について変更。 

・発表時間の計測開始の合図者を発表者から司会者に変更。 

 以上 



（別紙 14） 
全国商業高等学校長協会・公益財団法人全国商業高等学校協会主催 

各種競技大会等における個人情報及び肖像権に係わる取り扱いについて 
 

全 国 商 業 高 等 学 校 長 協 会 
公益財団法人全国商業高等学校協会 

 
全国商業高等学校長協会・公益財団法人全国商業高等学校協会は、大会参加申込書等を通じて取

得される個人情報及び肖像権の取り扱いに関して以下のとおり対応します。 
 
１ 参加申込書等に記載された個人情報の取り扱い 
（１）大会要項に掲載されます。 
（２）競技会場内でアナウンス等により紹介されることがあります。 
（３）競技会場内外の掲示板等に掲載されることがあります。 
 
２ 競技結果（記録）等の取り扱い 
（１）各競技運営本部や所属校の報道・記録係を通じて公開されます。 
（２）主催者が認めた報道機関等により、新聞・雑誌及び関連ホームページ等で公開されることが

あります。 
（３）大会要項掲載の個人情報とともに、全国商業高等学校長協会・公益財団法人全国商業高等学

校協会が作成する機関誌・ホームページ等に掲載し、公開されることがあります。 
（４）優勝及び上位入賞結果（記録）等は、次年度以降の要項に掲載されることがあります。 
 
３ 肖像権に関する取り扱い 
（１）主催者が認めた報道機関等が撮影した動画や写真が、新聞・雑誌・報告書及び関連ホームペー

ジ等で公開されることがあります。 
（２）主催者や主催者が認めた報道機関等が撮影した映像が中継または録画されることがあります。 
（３）大会要項掲載の個人情報とともに、全国商業高等学校長協会・公益財団法人全国商業高等学

校協会が作成する機関誌・ホームページ等に掲載し、公開されることがあります。 
 
４ 全国商業高等学校長協会・公益財団法人全国商業高等学校協会としての対応 
（１）取得した個人情報を上記利用目的以外に使用することはありません。 
（２）各種競技大会参加申込書等の提出により、上記取り扱いに関するご承諾をいただいたものとし 

て対応します。 
（３）個人情報等の掲載または公開等に関しての質問は、全国商業高等学校長協会・公益財団法人

全国商業高等学校協会事務局までご連絡ください。 
連絡先・問合せ先 
全国商業高等学校長協会 
公益財団法人全国商業高等学校協会 
東京都新宿区大京町２６ 
電 話 ０３－３３５７－７９１１ 
ＦＡＸ ０３－３３４１－１０３９ 
担当 佐藤 あけみ・塚原 寛子 



令和 6年度  

第 32回全国高等学校生徒商業研究発表大会 

宿泊・お弁当のご案内 

㈱日本旅行北海道釧路支店 

支店長 益村 暢生 

謹啓 皆様方には益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

この度は、「第 32 回全国高等学校生徒商業研究発表大会」が釧路市で開催されますこと心より歓迎申し

上げます。 

大会事務局様のご指導のもと、皆様の便宜を図るため、大会参加にかかわる宿泊・お弁当のお手配を弊

社にてお取り扱いさせて頂くことになりました。 

つきましては、下記の要項にてご案内申し上げます。 

謹白 

1. 宿泊のご案内（募集型企画旅行契約）

下記を必ずご確認頂き、ご了承の上、お申込みをお願い申し上げます。

◆設定日：令和 6 年 11 月 19 日（火）・20 日（水）・21 日（木）3 泊

◆最少催行人員：１名様

◆添乗員：同行いたしません

◆旅行代金には税金及びサービス料を含みます。

（大会特別料金の為、各種割引・利用補助券等はご利用頂けません） 

◆株式会社日本旅行北海道が旅行企画実施する「募集型企画旅行」になります。

（※インターネット料金とは異なります。） 

◆宿泊予約は申込先着順とさせていただきますのでご了承ください。

満室になり次第申込を終了いたします。キャンセル待ちはお受けいたしかねます。

◆お部屋タイプは宿泊施設よって変わりますので各宿泊施設概要をご確認ください。

◆食事内容はバイキング又はセットメニューとなり、施設により異なります。

◆駐車場は宿泊先が決定後、お客様ご自身で各施設へご連絡をお願いいたします。

◆ホテルまでのご移動は各自にてお願いいたします。

◆チェックイン等の手続きはお客様ご自身で行っていただきます。ホテルチェックインの際は

宿泊者名をフロントへお伝えください。

（別紙15）



2. スケジュール案内

【初日】  ご自宅 ～～～ 各自 ～～～ ホテル（泊） 

【中日】  ホテル ～～～ 各自 ～～～ ホテル（泊）

【最終日】 ホテル ～～～ 各自 ～～～ ご自宅 

宿泊施設名 部屋タイプ 
旅行代金（お一人様あたり） 

（税・サービス料込み 

アクセス

その他条件 

A 
釧路プリンスホテル 

釧路市幸町 7-1 

シングル

（1 名 1 室） 

1 泊朝食 10,450 円 

釧路駅より徒歩 5 分 
1 泊 2 食 13,750 円 

ツイン・トリプル

（2～3 名 1 室） 

1 泊朝食 9,350 円 

1 泊 2 食 12,650 円 

B 

ANAクラウンプラザホテル 

釧路 

釧路市北大通 13 丁目 1-14 

シングル

（1 名 1 室） 

1 泊朝食 9,900 円 

釧路駅より徒歩 5 分 
1 泊 2 食 13,350 円 

ツイン・トリプル

（2～3 名 1 室） 

1 泊朝食 9,350 円 

1 泊 2 食 12,800 円 

C 
ラステイングホテル

釧路市若松町 3-3 

シングル

（1 名 1 室） 

1 泊朝食 9,680 円 

釧路駅より徒歩 5 分 
1 泊 2 食 11,000 円 

ツイン・トリプル

（2～3 名 1 室） 

1 泊朝食  8,580 円 

1 泊 2 食  9,900 円 

D 
ホテルマーシュランド

釧路市鳥取大通 5 丁目 2-5 

シングル

（1 名 1 室） 

1 泊朝食 9,130 円 

釧路駅より車で 10 分 

1 泊 2 食 10,450 円 

ツイン・トリプル

（洋室もしくは和室） 

（2～3 名 1 室） 

1 泊朝食 8,580 円 

1 泊 2 食 9,900 円 

E 
ホテルクラウンヒルズ釧路

釧路市北大通 13 丁目 1-14 

シングル

（1 名 1 室） 
1 泊朝食 9,350 円 

釧路駅より徒歩 2 分 
ツイン

（2 名 1 室） 
1 泊朝食 8,800 円 

F 
ドーミインPRMIUM釧路 

釧路市北大通 2-1 

シングル

（1 名 1 室） 
1 泊朝食 10,500 円 

釧路駅より徒歩 2 分 
ツイン・トリプル

（2～3 名 1 室） 
1 泊朝食 8,800 円 

G 
ホテルルートイン釧路駅前

釧路市北大通１３丁目 2-10 

シングル

（1 名 1 室） 

1 泊朝食 

（朝食無料） 
12,000 円 釧路駅より徒歩 2 分 



3. お弁当のご案内

◎設 定 日 令和６年 11月 20日（水）・11月 21日（木） 

◎内 容 幕の内弁当・お茶付き 

◎料 金 1,0００円（税込） 

◎お 渡 し コーチャンフォー釧路文化ホール

（弁当手配は業務委託契約となり、募集型企画旅行ではございません。）

4. お申し込み方法のご案内

(1) 【申込みの流れ】

株式会社日本旅行北海道の「大会専用申込 URL」にてお申込みください。

（8 月 19 日（月）10：00～ 申込開始予定）

(2) 【大会専用申込ＵＲＬ】

※上記 Web ページでは宿泊・お弁当に関するお申込みのみ受付をいたします。

※閲覧・操作にはスマートフォンやタブレット、パソコン等のインターネットの環境が必要

です。

（3） 【申込締切日】

10 月 7 日（月）23：59 締切とさせていただきます。

（4） 【変更・取消が生じた場合】

申込み締め切り日までは「大会専用 Web ページ」より、御客様ご自身で変更・取消操作をお

願いいたします。締め切り後はメールにてご連絡ください。※お電話での変更、取消は、トラ

ブルの原因となります為、一切できませんので予めご了承下さい。 

（5） 【お支払い】

下記のお支払い方法よりご選択いただき期日までにお支払いください。

①クレジットカードオンライン決済 ②コンビニ決済 ③お振込み

※支払期限 10 月 15 日（火）14：00 にて設定させて頂きます

※請求書は大会専用 Web ページより印刷が可能です。（ページ左部「予約確認書/請求書」）

（6） 【領収書】

お支払い後、必要な場合は「大会専用 Web ページ」より発行が可能です。

（ページ左部「領収書発行」より）

お支払い総額の中で領収書を複数毎に分ける、又は宛名が複数等の対応も「大会専用 WEB ペー

ジ」で可能にしておりますので、入力操作後、領収書の出力をお願い致します。

領収書の発行操作は１回のみとなりますので、誤って操作してしまった場合は

弊社までご相談下さい。

（コンビニエンスストアでのお支払いの場合はコンビニから領収書が出るため大会専用 Web ペ

ージからは発行できません。） 

（7） 【その他】

宿泊施設は在庫表示されています。

ご予約は先着順にて、確保できた段階で決定となりますので、予めご了承ください。

https://va.apollon.nta.co.jp/2024kushiro_zensho

https://va.apollon.nta.co.jp/2024kushiro_zensho


4. 取消料について

（１）宿泊取消料

契約解除の日 取消料 

旅行開始日の前日から 

起算してさかのぼって 

11 日目に当たる日以前の解除 無料 

10 日～8 日目に当たる日の解除 20％ 

7 日～2 日目に当たる日の解除 30％ 

旅行開始日前日の解除 40％ 

旅行開始日当日の解除（下記を除く） 50％ 

旅行開始後の解除または無連絡不参加 100％ 

※弊社にご連絡いただいた時点での算出となりますので予めご了承ください。

（土日祝休業のためご注意ください） 

（２）お弁当の取消料（当社営業日時間内にお問い合わせください）

～前日の 12時まで 前日の 12時以降・当日もしくは無連絡 

弁当取消料 無料 100％ 

5. お客様の個人情報の取り扱いについて
■当社では、お客様からご提供いただいた個人情報を厳密に管理し、申し込みいただきました宿

泊の手配、チケットの発送、お客様との間の連絡、ならびにこれらに付随する業務を行うため
に利用します。

■その他、当社の個人情報の取扱いにつきましては、当社ホームページ
（httpｓ://www.nta.co.jp/hokkaido/）をご参照ください。
■個人情報に関する問い合わせ先…
株式会社日本旅行北海道 個人情報保護管理責任者（業務担当責任者）及び
お客様相談室責任者（TEL：011-208-0150）

※旅行代金は 2024 年 6 月 1 日現在の有効な運賃・規則を基準としています。 Ｐコード：24039

≪宿泊・お弁当のお申込についてのお問い合わせ先≫ 
※お申込みは「大会専用 Web ページ」よりお願い申し上げます。

メールアドレス：zensho_kushiro@nta.co.jp

【お問合せ】 
株式会社日本旅行北海道 本社営業企画部内  【旅行企画・実施】 
『第 32 回全国高等学校生徒商業研究発表大会』デスク 
北海道札幌市中央区南 1 条西 4 丁目 16 日本旅行札幌ビル 2 階 観光庁長官登録旅行号第 1674 号 

ＴＥＬ：０１１-２０８-０１５６  一般社団法人日本旅行業協会正会員 

ＦＡＸ：０１１-２０８-０１６７  株式会社日本旅行北海道 

営業時間 月曜日～金曜日（土日祝日休業）10：00～17：00 札幌市南１条西４丁目 16 日本旅行札幌ビル 

担当：坪野（つぼの）・桜庭（さくらば） 総合旅行業務取扱管理者 佐藤 昌宏 



 

（別紙 16） 

商業教育 140周年記念 
令和６年度第 32回全国高等学校生徒商業研究発表大会 

大会関係者専用シャトルバスについて 

 

大会関係者（出場生徒、引率教員、研修参加者および大会役員・実行委員）の多くがＪＲ釧路駅周辺に宿泊されるこ

とを鑑み、大会関係者専用シャトルバスを以下の通り運行いたします。 

 

１ 運行日時等 

①令和６年１１月２０日（水）開会式終了後 ホール駐車場→釧路駅 ２２０円 

②令和６年１１月２１日（木） ８：００発 釧路駅→ホール駐車場 ２２０円 

③令和６年１１月２１日（木）閉会式終了後 ホール駐車場→釧路駅 ２２０円 

④令和６年１１月２１日（木）閉会式終了後 ホール駐車場→釧路空港 ８８０円 

⑤シャトルバスの利用は、大会関係者（出場生徒、引率教員、研修参加者および大会役員・実行委員）

に限らせていただきます。 

⑥上記以外の時間帯等については、各自で手配願います。 

 

２ 提出書類 

 （１）申込関係書類   （提出期限：令和６年９月３０日（月）） 

     出 場 校   （別紙３）に記載のとおりとなります。 

     研修参加者   （別紙３）に記載のとおりとなります。 

（２）提 出 先 

    大会事務局 

     【郵送先】       〒０８４－０９１０ 北海道釧路市昭和中央５丁目１０－１ 

北海道釧路商業高等学校内 

全国高等学校生徒商業研究発表大会事務局 宛 

     【データ送信先】 メールアドレス zss32ksr@hokkaido-c.ed.jp 

担 当 北側慎一郎 工藤英太郎 

電 話 ０１５４（５２）３３３１  F A X ０１５４（５２）３３３３ 

（３）運賃の支払い 

     出 場 校   （別紙３）に記載の大会参加料ともに振り込んでください。 

出場校からの研修参加者がバス利用を希望する場合、発表者･引率者分と併せてお申し込

み、お支払いください。 

金融機関名 釧路信用金庫（1027） 

支店名 昭和支店（019） 

預金種目 普通 

口座番号 0130661 

カナ氏名 

（受取人名） 

ｾﾞﾝｺｸｺｳﾄｳｶﾞｯｺｳｾｲﾄｼｮｳｷﾞｮｳｹﾝｷｭｳﾊｯﾋﾟｮｳﾀｲｶｲ 

ﾀﾞｲﾋｮｳｼｬ ｵｵﾀ ｶｽﾞﾋﾛ 

全国高等学校生徒商業研究発表大会 

代表者 太田 和浩 

      

研修参加者   （別紙３）に記載のとおり、後日、大会事務局より研修参加者（校）へ連絡します。 

 



 

（別紙 17） 

商業教育 140周年記念 
令和６年度第 32回全国高等学校生徒商業研究発表大会 

参加者交流会について 

 

全国生徒商業研究発表大会の地方大会が今回で最後となること、および、交通事情等から多くの参加者・関係者の皆

様が後泊されるであろうことを鑑み、ささやかながら、参加者交流会を企画いたしました。 

 

１ 開催概要 

①日 時  令和６年１１月２１日（木）18:00～19:30（予定） 

②会 場  釧路プリンスホテル［〒085-8581 釧路市幸町７丁目１ TEL 0154-31-1111］ 

③形 式  立食 

④内 容  会食、名刺交換に加え、アトラクションを予定 

⑤会 費  １人 １，５００円 

⑥その他  交流会への参加は、出場生徒、引率教員、出場校の研修参加生徒および大会役員・実行委

員・運営事務局に限らせていただきます。 

⑦生徒、教員とも、名刺交換に使用する名刺（20枚程度）を持参してください。 

 

２ 提出書類 

 （１）申込関係書類   （提出期限：令和６年９月３０日（月）） 

     出場校（出場校の研修参加生徒を含む） 

（別紙３）に記載のとおりとなります。 

（２）提 出 先 

    大会事務局 

     【郵送先】       〒０８４－０９１０ 北海道釧路市昭和中央５丁目１０－１ 

北海道釧路商業高等学校内 

全国高等学校生徒商業研究発表大会事務局 宛 

     【データ送信先】 メールアドレス zss32ksr@hokkaido-c.ed.jp 

担 当 北側慎一郎 工藤英太郎 

電 話 ０１５４（５２）３３３１  F A X ０１５４（５２）３３３３ 

（３）会費の支払い 

     出場校（出場校の研修参加生徒を含む） 

（別紙３）に記載の大会参加料ともに振り込んでください。 

出場校からの研修参加者が交流会への参加を希望する場合、発表者･引率者分と合わせて

お申し込み、お支払いください。 

金融機関名 釧路信用金庫（1027） 

支店名 昭和支店（019） 

預金種目 普通 

口座番号 0130661 

カナ氏名 

（受取人名） 

ｾﾞﾝｺｸｺｳﾄｳｶﾞｯｺｳｾｲﾄｼｮｳｷﾞｮｳｹﾝｷｭｳﾊｯﾋﾟｮｳﾀｲｶｲ 

ﾀﾞｲﾋｮｳｼｬ ｵｵﾀ ｶｽﾞﾋﾛ 

全国高等学校生徒商業研究発表大会 

代表者 太田 和浩 
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